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失敗事例のタイトル  
	
 貯槽底板の敷砂による応力腐食割れ 

一次原因（材料要素）  
	
 応力腐食割れ 

機種  
	
 常圧縦型円筒形貯槽 
 

部品  
	
 底板 

材料	
 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
	
 SUS304L 

概略の寸法  
 4mm厚 

損傷発生時の状況  
	
 80℃の有機化学プロセス濃縮液貯蔵用の、SUS304L 円筒型貯槽の底板に生じた損傷である。使用２年３ヶ
月経過した時点で、敷砂と接している範囲に限って底板に孔食と分枝状の割れが多数発生した(図 1)。 
 
 

調査内容とその結果  
	
 敷砂と接している底板外面には全面的に、多数の分枝状の割れが発生していた(図 2)。断面ミクロ組織観察に
より、外面側に生じた孔食からから進展している分枝状の貫粒割れが確認された。 
	
 底砂について成分分析した結果、Cl- 0.87%, H2O 0.91% が検出された(表 1)。一般に、川砂中のに含まれる
Cl- は数 ppm 程度であり、ここでは洗砂不十分な海砂が用いられていると判断された。 
 
 

損傷発生のシナリオ  
	
 施工時には充分乾燥した砂が敷き詰められていたが、長年使用するうちに大気中の水分を吸収し、水分、塩

分、酸素、温度、応力（板の残留応力）が、オーステナイトステンレス鋼の応力腐食割れ発生条件を満たすと

ころとなり、２年３ヶ月経過した時点で貫通割れを生じて顕在化した。 
 
 
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
	
 抜本的には塩分の微量な川砂を敷砂として用いるべきであるが、応急策としてポリエチレンｼｰとを底板と砂

の間に敷いて、割れ発生を防止を図った。 

教訓  
	
 温度が高く、残留応力も高い状態でオーステナイトステンレス鋼を適用する場合、最も留意すべき問題は、

塩分の存在である。 
	
 なお、炭素鋼でも海砂を用いた貯槽で、孔食を受けて９mm 厚の肉厚が７年半で貫通した例もある。 

備考  
 

失敗の主要因 誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか 
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